報告第１号
所 管 事 務 調 査 報 告 書
令和２年８月６日
　洞爺湖町議会議長　大　西　　　智　様
総務常任委員会
委員長　五十嵐　篤　雄
　本委員会は、所管事務調査のため、次のとおり委員会を開催したので、その結果を報告します。
記
○所管事務調査
１　調査事項　　①町内小中学校が再開されてからの子供達の様子と、現在取り組んでいる具体的な感染予防体制について
　　　　　　　　②ＧＩＧＡスクール整備事業について
　　　　　　　　③長期休校となったことに伴う事業不足への対応について
２　調 査 日　　令和２年７月８日（水）
３　出席委員　　五十嵐委員長、今野副委員長、越前谷委員、大久保委員、

　　　　　　　　石川委員
４　説明員等　　教育委員会　皆見教育長、管理課　末永課長
　　　　　　　　校長会会長　田湯義浩校長（とうや小学校）
５　調査目的

　　道教委の要請を受け２月２７日より３月４日までの１週間を臨時休校の措置をとりましたが、３月２日に安倍総理大臣から、全国の小中高等学校の臨時休校要請の表明を受け、３月５日から３月２４日まで引き続き臨時休校の対応をしました。この間卒業式は、感染対策を施して行われました。春休みを経て、入学式、始業式が行われ新年度がスタートしましたが、新型コロナウィルスの感染拡大が続き、４月１６日に国は緊急事態宣言を全国に発出いたしました。このことを受け４月２０日より５月６日まで臨時休校の措置をとりました。その後、緊急事態宣言が継続される見込みのため５月１０日まで延長をいたしました。５月４日に国は、緊急事態宣言を５月３１日まで延長したことから、休校は３１日まで延長となりました。
　　６月１日より学校が開校しましたが、このように、臨時休校が結果的に長期化したことから町内小中学校の現状を把握するために、調査を実施しました。
６　調査結果
　①町内小中学校が再開されてからの子供達の様子と、現在取り組んでいる具体的な感染予防体制について

　　校長会会長の田湯校長より、町内小中学校で取り組んでいる感染予防対策についてご報告をいただきました。各学校では、玄関での手指の消毒やマスク着用の確認、人数の多い学級では２つに分けるなどや、広い場所での学習、ソーシャルディスタンスの徹底、子供達が触れる箇所の消毒等については、小学校では下校後に、中学校では下校後と部活終了後に行うとの事です。

　　また、教育長から、以前問題となっていた不登校が、今年度において、大きく改善されたこと。感染予防対応で、教職員の負担が増加していることから、スクールサポートスタッフや学習指導員の配置の要望をしていること。修学旅行は感染対策をして実施することの報告がありました。
　②ＧＩＧＡスクール整備事業について
　　通信機器及び充電保管庫の設置整備、タブレットパソコンの購入、通信機器（ポケットＷｉＦｉ）の購入については、本年１２月までに購入予定で、令和元年度からの繰越予算と令和２年度の補正予算で対応すること、またこの通信機器については、臨時休校が発生した時の家庭での学習の通信用として貸し出すものとの報告を受けました。

　③長期休校となったことに伴う事業不足への対応について

　　長期休校による授業不足は学校によって違いがありますが、小学校で１６日間から２１日間、中学校で１９日間から２０日間となっています。授業時間の確保の取り組みも、学校毎に異なりますが、運動会・学習発表会・学校祭の縮小や中止、土曜授業の実施、短縮授業の実施、長期休業期間の削減で補うとしているとの報告を受けました。

　　新型コロナウィルス感染症の先行きが極めて不透明な状況が続く中、教職員の皆様が児童生徒の健康を第一に大変な努力をされています。また、遅れた授業日数を補うための工夫や対応もされています。一方で、これらが円滑に遂行されるためには、行政サイドの強い支援が必要と思います。通信機器の整備や教職員の負担軽減など一層の充実を求めたいと思います。大人から子供への感染を危惧するとの意見も受けたことから、一人一人が慎重に行動し感染症を発生させない町にする意識が重要です。
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